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表日

30 福山駅前集合

受付 ロトイレ

井笠バス「中条行」出発 *バス代 :

「宮ノ下」バス停に到着

中条八幡神社集合 口あいさつ・ トイレ

中条八幡神社出発 ::

大坊古墳到着・見学

安光古墳群到着・見学

「せんだんの家」到着

トイレ休憩

製鉄遺跡見学

石鎚山古墳群到着

昼ごはん、古墳見学

出発

猪の子第 1号古墳到着・見学
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*トイレ…福山駅、
*バス :井笠バス

中国バス

大人 550円
子供 280円
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４ 江木神社境内にてお別れのあいさつ、解散

中条八幡神社、せんだんの家にあります

「東城別れJ福山行き… 14128
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「東城別れJ福山行き… 15:38
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古墳時代とは…

いまからおよそ 1700年 前、弥生時代が終わつた紀元約 300年 頃から

700年 頃までの 400年 間は、巨大な墓づくりが行われた時代でした。そ

こでこの時代を「古墳時代」といいます。

やよいじだい      ふん會ゅうに   ょ       おぉ    はか                              はか

弥生時代にも墳丘墓と呼ばれる大きな墓がつくられました。これらの墓は、

各地域ごとに独自につくられ、形にもいろいろありました。ところが古墳時

代には全国的に共通 した形 と内容をもつ古墳がつくられました。

各地域のリーダーである有万薯は菫実な量である苦■に
1繁

られましたが、

古墳はただの量でなく、儀式を秘苧う場薪でもあり、ご装逃芳のヤマト践権と

のつながりの深さを各地域で確かめる場所でもあつたのです。

400準におよぶざ整諄kには、歩しずっ変化があります。この古墳の養

花からぎ墳路kは実きく、前動、革賜、漢猿、経栞弱に券けられます。古墳

時代は各糧の段行が実きく男農したぶれでした。悪の造■、武馨護具や各種

こうげい0ん   でいさん
の工芸品の生産がさかんになり、これらの生産が 葉弔

う
する地域もでき、それ

らにはヤマ ト政権が深 <かかわっていきました。

ぎ墳躊kはこのような書景をもつヤマト譲稚が革lFとなって、自
:珠

が一っ

のまとまった国家として姿 をあらわしはじめた時代なのです。

(3)



こ í、ん
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古墳時代の服装

古墳人の服装や装身具は、人物埴輪や古墳の副葬品から考えることができます。

男子は上着と袴 と呼ばれるズボン、女子は上着と裳と呼ばれるスカートでし

た。上着は男女の区別はほとんどなく、腰の下くらいまでの長さがあり、右前

にあわせてニカ所を紐で結びあわせるのが一般的でした。腰の上部に帯を結ぶ

ひざ             しば
場合が多いようです。男子の袴は膝あたりを上から縛り、ふとももの部分を大

きくふくらませるようにしています。この紐は「足結」と呼ばれ、これに鈴を

つけた埴輪も見られます。髪は男子がみずらに結い、女子はまげを結つて、か

んざしやくしも使いました。

かんざし

まげ

耳飾り

首飾り

裳

(スカー ト)



ぽこれから見学する古墳

大坊古墳 (だいぼうこふん )

■ilFの策嚇獅瞥を洵稲して葉かれた種・桂
｀
為14mの筒磐で、この古墳で

は大型の切石状の花商岩を使つた横穴式石室を見学できます。

せきしつ  ぜんちょう              はば            たか
石室の全 長は 11.2m、 幅は 1.9m、 高さも 1.9mぁ る大きなもの

です。石室のほぼ中∬ξtには両前に言経が立てられていて遺体を繁 る部

屋 (玄室)と通路 (羨道)とがほぼ同じ大きさで作られています。使われてい

る石材は大きなもので左右両 前 とも同じくらいの大きさの石を使い、同じ数

で作つてあります。

この古境は石柱で分けられた部屋の大きさがほぼ同じ大きさであること、

切石状の石が用いられていることから横穴式石室の中でも新しい時代のもの

と言え、古墳時代も終わりに近い 7世紀前半頃の築造と考えられています。

←
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2.安光古墳群 (やすみつこふんぐん )

山の斜面を利用して幅数10mの範囲に小さな古墳が作られ、現在5基の古墳

が確認されています。その中でも最大規模のものが『カンカン石古墳』と呼ばれ

・                                             くず
ている古墳です。この古墳の形はかなり崩れているものの、全長約 7.8m、 幅

1.5mの横穴式石室が残つています。石室は通路である羨道の部分が遺体を葬

る部分である玄室の一方の壁に寄つている「片袖式石室」と呼ばれているもので

す。

この「安光古墳群」は、谷の奥まった所にあるとはいえ、遠く神辺平野を望む

こともできるので、安光地区を中心に勢力をもつた人々が古墳を築くのにあ、さ

わしい場所ともいえます。

3.吹越古墳群 (ふきこしこふんぐん)

境在の社
う
亀昌■の部分にあった装騰冠に向かって逸びる亀漁の上に筒磐5

基、方墳 3基の計 8基の古墳がありました。これらの古墳は住 革留電整茂に

ともなう発掘調査で、板岩ポの石材を組み合わせた「箱式石棺」や、組み合

わせ式の木棺を埋葬に使っていて、築かれた年代も、出土した遺物から古墳

時代中期の 5世紀前半から古墳時代後期の 6世紀後半代に至る長期間に築か

れたということがゎかりました。これらの古墳は工事によって消∬してしま

いましたが、茄農11賞前のこの難場に箸
り
労な動
リ
ガを持った人々 が長い間に

わたつて存在していたことを示す古墳群であると言えます。

(7)



ぐんじゆうらヽん

群集墳 とは?…

その名のとおり、小さな古墳

が狭い範囲にたくさん集まつて

作られている状態をいい、古墳

時代の 6世紀代に全国で見られる傾向です。

この群集墳は一

①山の組笛や容などを表倫して、②整に強荏
・`

10メートルくらいのノ「量の筒整が、③数十年
しゅうちゅうてき  なず

の期間に数基から数 10基が 集中的 に築かれ

ていて、④横穴式石室をもつものが多く、

⑤いずれも副葬品はわずか、なのが特徴です。

群集墳が築かれたということは、それまで

一部の有∬著 しか作れなかつた古墳が小地域

単位での有力者のレベルまで古墳を作れるよ

うになつてきたということを示しています。     、

備陽史探訪の会編『古墳探訪』より要約
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4.石 鎚 山 古 墳 群 (い しづ ち や ま こふ ん ぐん )

この古墳群は2基の古墳で成り立っています。尾根の先端にある『石鎚山第

1号古墳』は直径 20m、 高さ約 3mの円墳で裾の部分と婆
き
ピの中顔あたりに

それぞれ石が並べられていました。これは「列石」と呼ばれ、弥生時代から古墳

時代はじめの 4世紀ごろの墓に見られるもので、福山市周 辺ではとても珍 しい

ものです。第 1号古墳では古墳のほぼ中央とその南東側の 2カ 所に埋葬施設

(竪穴式石室)が確認されました。中央部の石室からは壮年の男性人骨とともに

中国製の 鏡 、多数の勾玉や管玉、鉄製工具などが出土しました。特に中国製の

鏡は中国の三国時代 (3世紀)に作られた「斜縁二神三獣鏡」と呼ばれるもの

で、こうした中国製の鏡を持つていることは、ここに葬 られた人の勢力が大き

かつたことを物語つています。また、南東側の石室からは武器類や装身具が出土

しました。

石鎚山第 2号古墳は直径 16m、高さ約 2mの円墳で、埋葬施設は木棺を直 ぽ

埋めたものと、木棺を粘土で覆つたもの (粘土椰)の 2つが確認されました。木

棺を直接埋めた方からは中国製の鏡の破片や鉄製工具類が出土しています。鏡は

中国の漢の時代に作られた「内行花文鏡」と呼ばれるもので、これも古墳時代前

期の古墳から出上しているものです。

石鎚山古墳群は古墳時代前期の 4世紀後半から5世紀前半にかけて築かれた

と考えられていますが、なかでも第 1号古墳は芦田川下将践 でも最 も古い古墳

のひとつと考えられています。古墳の築かれた尾根に立つてみるとはるかに加茂

平野を見わたすことができる絶好の場所にあり、このことからもこの古墳群に葬

られた人の勢 力がわかります。

(9)



5.猪の子第 1号古墳 (いのこだい 1ごうこふん)

古墳はかなり削られているために、もとの形が円墳なのか方墳なのかはっき

りしませんが、方墳であれば―辺が 14m、 高さが 3mの大きさと言えます。

この古墳は「終末期古墳」と呼ばれるもののひとつです。「終末期古墳」とは、

ぜんこくてき

すでに全国的に古墳が作られなくなった 7世紀後半の時代のもので、数自体が非

常 に少ない 珍 しい古墳です。そのうえ横穴式石室ではなくて、花商岩の切石を

用いて、一体をやつと葬ることができる種遷の荻い理罪泥誓(機首要若齢)しか

持たないところにも特 徴があります。

この古境の埋葬施設はほぼ南に向かって、花商岩の切石を組み合わせたもので、

全長約 6.7mあ ります。羨道部の方が石柳部よりも幅広く、長いところに特徴

があります。石柳部は奥壁・側壁・ミ■ ・床と各一枚の切石を用い、羨道部に

は側壁・天丼ともに二枚の切石を用いています。また、石と石の隙間には漆喰が

残つているのもわかります。

この古墳からの出土品はわかつていませんが埋葬施設の特徴から七世紀後半

のものと考 えられます。

(10)
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資料作成 :古墳研究部会 山口哲晶


